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１．研究のねらい 

 私たちが使っている教科書の第１学年の「はじ

めに」には，次のような文章が示されている。 

数学は，問題の解き方や計算のしかたを暗記す

る学問ではありません。また数学では，答えが

ひとつであったとしても，考え方はひとつだけ

とは限りません。 

これまで学んできたことを関連づけて考える

ことによって，いろいろな見方や考え方で問題

を解決することができます。 

自分の頭でじっくりと考えることを大切にし

て数学に取り組み，『考えることの楽しさ』を味

わってください。 

 数学の授業の中で「計算ができるようになった」

とか「答えがあっていた」というような小さな「で

きた」「わかった」という喜びを実感することはも

ちろん，数学的な考察をする中でより簡潔に，的

確に表現できることを実感するなど，数学の本質

にふれたときに得られる成就感や驚き，感動こそ

が「数学の楽しさ」であると，私は捉えている。 

 しかし，生徒に数学の楽しさを実感させようと

する一方で，その授業が「確かな教材観や指導観

に基づいたもの」になっていなければ，それは本

当の意味での楽しさになってはいない。つまり数

学の本質を外した楽しさではいけないわけである。

そこで確かな教材観や指導観に基づいた授業をす

るためには，指導する単元の内容を深く理解して

いることはもちろん，小学校との関連など，系統

性を明らかにし，その単元における指導のコンセ

プトを明らかにする必要があると考えた。また，

その単元を構成する１単位時間で，どのような指

導をしていくのかについても明らかにすることが

コンセプトを実現していくことであると考えた。 

これらを踏まえ，生徒が「数学の楽しさ」を実

感することができる数学の授業を展開するには，

確かな教材理解のもと意図的に単元が構想され，

単元を構成する単位時間の１つ１つが，どのよう

な役割を担うことが適切なのかを明らかにする。

そして，その役割に焦点化した指導をすることで，

子どもが数学の本質にふれ，驚きや感動から「数

学の楽しさ」を実感していくだろうと考えた。 

 

２．研究の内容 

 上記を踏まえ，研究内容を以下の３点にした。 

（１） 育む力を明らかにした意図的な単元構

成 

（２） 単位時間の役割の明確化 

（３） 単位時間の役割に応じた指導の工夫 

（１）意図的な単元構成 

「意図的な単元構成」とは，小中の学習内容の

関連や生徒の実態，既習事項を踏まえ，指導する

単元を通して，生徒にどんな数学的な力を育むの

かがわかるような単元を構成することである。 

そのような単元を構成するために，単元指導構

想図を作成した。中学校学習指導要領解説数学編

や教科書などをもとに，本単元で指導すべき内容

を「数量や図形などについての知識・理解」「数学

的な技能」「数学的な見方や考え方」の３つに分類

して整理した。また，その内容どうしのつながり

も矢印を使って明らかにした。それと同時に，学

習内容が小学校の内容や前単元の内容とどうつな

がっているのか，今後どのように学習が発展して

いくのかなどの系統性も踏まえるようにした。 

 これらを１枚の図にまとめることで，指導のコ

ンセプトが明らかとなった単元の指導構想図を作

成した。 

 

（２）単位時間の役割の明確化 

「単位時間の役割の明確化」とは，意図的な単



元構成のもと，単位時間のそれぞれが，どのよう

な役割を担うことが適切であるかを明らかにする

ことである。 

単元を構想する中で明らかにした指導内容を，

焦点的に指導することができるように，学習展開

と評価規準をかかわらせながら，A「知識・理解」

B「技能」C「数学的な見方や考え方」の３つのパ

ターンで単位時間の役割を捉えた。しかし，例え

ば B「技能」の定着の時間であっても，その技能

の根拠となる C「数学的な見方や考え方」を活用

してこそ，技能の成り立ちを理解しながら定着を

図ることができるものであると捉えなおした。そ

こで，Bc（数学的な技能の定着を主としながら，

数学的な見方や考え方も育む授業）のように，A，

B，C を組み合わせた授業パターンを考えた。こ

こでは，単元の指導コンセプトをもとに，小中９

年間の算数・数学を通じて育てるべき力のどの段

階を鍛えようとしているのかまで見通して単位時

間の役割を考えているということが重要である。

これは，本時の授業で何こそ指導しなければなら

ないかが焦点化されるということであり，本時の

ねらいを明確化することにもつながると考えてい

る。 

なお，この単位時間の役割については，画一化

するものではなく，生徒の実態などを含みながら，

指導する上で判断していくものであると考えてい

る。 

 

（３）単位時間の役割に応じた指導の工夫 

「単位時間の役割に応じた指導の工夫」とは，

明確にした単位時間の役割を確実に達成するため

の工夫・改善を試みることである。単位時間の役

割を果たさなければ，単元を通して指導するとい

うことや小中９年間の算数・数学を系統立てて指

導するという構えは，結果として総崩れしてしま

う。そうならないために，その役割に応じた授業

の展開を工夫する必要がある。扱う素材や，全体

交流の仕方，教師の問い返し，評価・練習問題や

その見届け方など，各単位時間において，その役

割を確実に果たしていけるように指導過程や指導

方法を工夫した。 

例えば，B「技能」の定着という役割をもった単

位時間であるならば，生徒たちに考えさせる内容

を絞ることで，終末での練習問題の時間を十分に

確保するようにしている。十分な練習に取り組む

中で，本時身に付けさせたい技能を繰り返し活用

させ，確実な定着を図る意図がある。C「数学的な

見方や考え方」を育てるという役割をもった単位

時間であるならば，全体交流の場面で生徒の考え

を交流する時間を十分に確保している。また，授

業の終末において「どの学習とつながっているの

か」「今日活用することができた考え方は，どんな

考え方なのか」「新しく身に付けることができた考

え方は，どんな考え方なのか」などについて，一

人一人が単位時間の学びを振り返る場面を位置付

け，自己評価能力を高めるとともに，自らの定着

度を把握できるようにしている。 

これは，単位時間の役割が明確になっているか

らこそできることである。単位時間の役割を考慮

して指導を工夫することは，本時のねらいに到達

するため，また単元の指導コンセプトを実現する

ための手立てに他ならない。 

  

３．研究の方法（実践の具体） 

上記をもとに研究実践の具体を，昨年度の全国

算数･数学教育研究（岐阜）大会の授業で公開した

１学年「文字と式」の単元，第１２時「１次式の

加法，減法」を例に述べる。 

 

（１）意図的な単元構成 

 文字を使った式にかかわって，小学校でどのよ

うな内容を学習し，今後どのように内容がつなが

っていくのかを学習指導要領解説算や教科書をも

とに整理した。【※資料１：「文字と式」系統表】 

 小学校第４学年では，数量を□，△などを用い

て表し，その関係を式にしたり，□，△などに数



をあてはめて調べたりすることを学習している。

その理解の上に，小学校第６学年では，数量を表

す言葉や□，△などの代わりに aや xなど文字を用

いて式に表し，文字の使用に次第に慣れるように

学習をすすめてきている。簡潔に表すことができ

るなど，文字を用いて式で表わすことのよさを味

わうことができる素地を養ってきている。しかし，

文字を用いた式は抽象的であることや，計算の仕

方を表すとともに，計算結果も表していることな

どから，混乱をし，中学校でつまずく生徒も少な

くない。そこで，小学校で学習した内容を踏まえ

つつ，文字に対する抵抗感を和らげながら指導す

ることが大切だと考えた。 

また，小学校で文字を用いて式で表わすことの

よさを味わうことができる素地を養ってきている

ということを考えると，数量の関係や法則などを

簡潔，明瞭にしかも一般的に表現できるというよ

さや，自分の思考過程を表現し，他者に的確に伝

達できるというとよさなどを，実感を伴って理解

することがこの単元では重要であると考えた。  

上記を踏まえ，本単元の指導のコンセプトを「文

字のもつ一般性について理解し，数量の関係や法

則などを文字を用いた式に表したり，読み取った

りすることを通して，文字を用いた式のよさを実

感させる」とした。 

まず，文字のもつ意味，特に変数の意味を理解

する。また，数量の関係や法則などを数や言葉の

式に表してその意味を読み取ったり，数を代入し

て調べたりする活動を通して，文字のもつ一般性

について丁寧に指導する。そのうえで，文字を用

いた式に表現したり，文字を用いた式の意味を読

み取ったりすることを通して，文字を用いた式に

は，自分の思考の過程を表現し，他者に的確に伝

えることができるというよさを実感させていく。

そのために，式の意味を読み取る際，式としての

表現の違いだけでなく，ある数量を求める考え方

の違いを表現していることを捉えられるようにす

る。文字を用いた式の計算処理に関する能力を育

成することに関しては，数の計算と同様に項の考

えが使われたり，計算の法則が保たれたりするな

ど，小学校で学習した内容や数の世界と関連付け

て考えることができるようにしていく。 

 これらを踏まえ，単元「文字と式」の指導のコ

ンセプトが明らかとなった指導構想図を作成した。 

【※資料２：指導構想図】 

 

（２）単位時間の役割の明確化 

 第１２時「１次式の加法，減法」を例に具体を

説明する。 

以前私は，この時間を Cb 型（数学的な見方や

考え方を育むことを主としながらも，技能の定着

を図る授業）として取り扱った。これは，式変形

の根拠を説明させたいという私の願いからである。

しかし実際に授業をしてみると，終末で計算の練

習をするものの，その習熟に弱さが残った。根拠

が明らかになることも大切にしなければいけない

が，それを用いて計算ができなければ，本当の意

味で根拠を理解したことにはならないのではない

かと考えた。 

これらを踏まえ，この単位時間の終末では生徒

全員が「１次式と１次式の加法，減法」の計算が

できるようになることが重要だと考えた。つまり

B「技能」を主として大切にする単位時間だと捉え

直したわけである。しかし，その計算をするにあ

たって（ ）をはずすという処理が必要になる。

どのようにしたら（ ）をはずすことができるの

かという根拠の部分は，C「数学的な見方や考え

方」が発揮される。項だけを並べるという考え，

減法を加法に直すという考え，分配法則を使うと

いう考えなどが主な根拠となる。これらを理解し

たうえで，（ ）をはずしているのか，ただなんと

なく処理として（ ）をはずしているのかでは，

その意味が違ってくる。 

これらを踏まえ，本時の単位時間の役割を「Bc」

つまり「技能」を主としながらも，「数学的な見方

や考え方」も養う時間だと捉えた。 



 

（３）単位時間の役割に応じた指導の工夫 

 上記の単位時間の役割を達成するために，以下

のように指導を工夫した。【※資料３：指導展開】 

ア．問題提示で，具体的な場面を扱わない。そ

の意図は，Bc 型の授業においてねらう B

技能の部分に時間を使うことができるよ

うにすることと，（ ）のはずし方のみを c

だと捉えて扱うようにする。 

イ．導入場面で，「＋／－」について「たす／ひ

く」と「プラス／マイナス」の読み分けに

ついて触れる。また，計算過程を説明する

際に「たす／ひく」なのか「プラス／マイ

ナス」なのかについて問い返し，加法・減

法や項だけの式を意識できるようにする。 

ウ．問題２である， )2(4)3(2  xx を，（ ）

のはずし方，特に分配法則を用いた方法だ

けに焦点を絞って扱うことにより，後半の

練習の時間を十分に生み出し，B 技能の定

着を図るようにする。 

エ．評価問題の前に，PC を使って，（ ）のは

ずし方について，簡単な反復練習を行う。

その際に，つまずきそうな生徒を意図的に

何人か含んで指名をすることによって，技

能の定着を図る。 

オ．評価問題の後に，練習問題を位置付ける。

評価問題と同じ程度の難易度の問題Ａと，

分数や小数を含むやや難しい問題Ｂを用

意し，生徒が自己選択で取り組むことがで

きるようにする。その際に，問題Ｂを色付

の紙に印刷することによって，机間指導の

際に一目で生徒が今どの問題に取り組ん

でいるのかが分かるようにした。教師は，

つまずきに応じて，まず評価問題，次に問

題Ａに取り組んでいる生徒を見届ける。

（問題Ａは岐阜県中数研のコンピュータ

委員会が作成している学習プリントを使

用した。） 

 

４．考察 

公開授業の研究会やアンケートなどから，実践

について振り返った。 

＜単元構成について＞ 

○小中の学習内容の系統を丁寧に整理して，単元

の指導を構造化したことで，各学年のどの単元

でどんな力を付けなければならないのかがはっ

きりとし，単位時間の役割を明らかにすること

につながった。 

 

○その役割が明らかになることで，ねらいが焦点

化され，それを達成するための手立ても講じや

すくなった。 

 

△単元のコンセプトを生徒自身にも実感させたり，

役割を達成するための手立てをさらに工夫した

りするなど，主体的な探求を生み出す指導を追

究していく必要がある。 

 

＜単位時間の役割とその指導について＞ 

○Bc 型がよくわかる授業であった。多い子だと

44 問，授業前も入れると 46 問も解いていた。

技能の習熟という意図が実現されていた。 

○単位時間の役割に応じて，技能に特化した指導

過程になっていた。それを支える工夫として，

「掲示による教室環境」「ＰＣによる本時ポイン

トとなる技能の確認」「中数研プリントによる習

熟」などがあった。 

△なぜかっこをはずすと計算できるのかについて，

もう少し確認する場面があると，さらに既習の

学習との結びつきを子どもが意識することがで

きたのではないか。 

△ほんの少しの時間でよいので，具体的な事象か

ら式化する場面で導入を図ることにより，かっ

こをはずす必然が生まれ，かっこをはずしたい

というより主体的な学びになったのではないか。 


